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クロサンシヨウウオほ本州中部以北､東北地方に分布し､特に高山の池

や沼に棲んでいます｡平地では四月上旬､高山では七月上旬までに､夜

半になると幾組もの雌雄が集ってきて産卵します｡ 【軍費は謂城村産】

大町山岳博物館後援会　発行

国堅
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クロサンシヨウワオはアケビの房のような卵塊を産む｡ (4月13日･開拓村にて)

くろさんしよううお(黒山椴魚)

グロサンシヨウウオは一見トカゲのような彩をlていますが､ヘビ

やトカゲとちがって皮ふくこうらこかなく､前足の胤ま四太上かあり

ません｡分類学上でま雨雲頼(幌やイモリの仲間)の高尾日(イモ

･)とサンシヨウウオ)に義します｡日本には九蘭頚桂のサンシヨウ

ウオかいますが､当地にはグロサンシヨウウオと-コネサンシヨウ

ワオがいます｡イモリは背中が真棄て腹は赤と黒のしま摸餞ですが

グロサンシヨウウオの背はイモリよりも淡く､腹は苦味を帯びた灰

褐色です｡クロサンシヨウウオは本州中部と比､東北地方に分布し

特に高山の池や瀞付近に壊んでいます｡大町附近では爺ケ岳､勝島

槍､八方山､天狗原､櫛臥風吹山､小谷温泉発泡等の池沼におい

て多くみかけます｡神城村渦動ゝら佐野へかけての湿地は､この地

方における最も漂高の低い分布地です｡食物は七､ -工､ミミズな

どの小判耽･:'･す｡舟地では四月上旬､高山では七月上旬までiこ池や

沼の中に外皮透明､内皮乳白色をしたアケビの笑のような卵塊を二

房づゝ産みます｡卵塊の由こ黄褐色､球形の卵がたくさん入ってい

ます｡卯からかえった幼生(オタでジヤクシ)は始めえらで呼吸し

後､ -,変態して親になると肺と皮ふて'手りしますが,-ilTi醐砿どには水

中に長時間もぐっていることか-｡:'5-ます｡な*-､ -コネサンシヨウ

ゥォは剥､ト上四国､九州の山間潜縮二棲んでいて､脂の先には黒い

筒賀の爪をそなえています｡サンシヨウウ才の黒崩さはカンの粟と

して有名です｡地方によってはこれを圭で丸飲みにするとこちもあ

りますC

ひめざふちよう

里にソメイヨシノの花が咲き始める頃､山足の杉林

の下には紅色のカタクリや紅紫色のスミレサイシソ

の花が英きぽこっている｡陽光が騨林の内部まで照

す睡天温暖の日､満開のカタクリの花から花へ､安

曇野の春を代表するのに最をふさおしい可憐なヒメ

ギフチョウが飛んでいる｡このチョウは棲息地の海

抜にもよるが､四月下旬から五月にかけてたゞ一回

出現する出ナ･C､この時期を外すと､一年待たなけ

れば見ることがこさない｡越冬した楯から現われた

母蝶は樹陰に茂るウスバサイシソの粟の裏に直毛1

mm足らずC芙い､青緑色をした真珠のような斑を

幾つか並べて産みつける｡卵からかえった幼却需三

色で長い毛が生えている｡同じ霞の近縁種であるギ
フチョウの幼虫は全体がモいが･.ヒメギフの幼丸吉

知日二九つの黄色い点力あるのでたやすく見分けら

れる｡幼虫は初めのうちウスバサイシソの粟の裏に

群捜してこの葉を食べて育つが後に散らばっていき

35日程lノて6月後半に聞瀞こなる｡柏葉の下や木の摂太･石の上玩

どで10ケ月をすごし冬を越した蛸は次の年の春､諸襲鞠の芽ふきに

先だって黄色に黒しまの美しいチョウとなって現崩↑る｡

ギフチョウは日本特産であり､温暖な地域の低山地に多く､富山･

岐阜･愛i知の三県より西に分布する｡ヒメギフチョウは本州では中

部山地より束のギフチョウ

を柘しない地域に見られ､

この二つの薗類は混擾する

ことけ少ない｡繭踵の分布

限界緑が北婁及び大町を通

っており､大町市軍区黒沢

及び北城村黒菱附近は繭踵

の温暖地として学問細こ注

目されている｡北安曇都下

及び大町市ではヒメギブは

ウスバサイシソをギフはミ

ヤマカンアオイをそれぞれ

食草とし､混窪地には両壁

の食草が見られる｡　　　冬眠中のヤマネ(4月15日撮影)

や　　ま　　ね

JapaneSe Dormouse

この愛らしい小動物は日本特産で一顧-蘭の虹重な動物である｡一

見リスに似ているが､はるかに小さく､淡褐色の背中の中央に黒褐

色の経線が走っていて､尾は扁平である｡ 800M-1,800M程の高地

に多く､時に人家附通にも見られるが､小形なのであまり人に知ら

れていない｡樹の上や森林に接んでいて､風間は木の洞に眠り､夜

出て活動するが､大変スローモーシヨゾとある｡ネズミ､ ')ス､ウ

サギ､ムササビなどと真にキツ噛頚に属し､木の実や小昆虫などを

食べている｡冬の問は木の洞などで､まん)Lく毛管りのようになっ

て冬服する｡年一回または二回溝殖するといわれているが､年建は

まだ不明な卓が多い｡ 26年7月1日､大賞Tl晶三宝の集出登山の時､鳥晴

子岳の雪渓で雪の中の体の入る7当ナの穴の｢中二何部叛かずにまるま

っていたことがある｡ 31年4)一日8日松Ii旧蔦紫電国有林(磐高1,140

M)で宮田福次氏の幅った例でも､ヒノキ林附通の雪の上の体の入

る植皮の穴の中にi}ていた｡ 31年3月'30日同じ.鴫'謹蕗司毒杯(轄高1

140M)で捕れた例では､和書1尺5寸のヒノキ造林地の中のサワラ

のくきった株から飛びJlした｡現在博物鮪では馬讃宅で括れた二面

をリンゴ､エゴマ､アワなどで飼育している｡
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ガク片が花びらのように変ったキクサギイチリシソウの花は日を受けて平に開く

春　の　植　物

私達がちょうど今萌庭先で日のつく草花としてハコべがあります

が､長い茎の頂や襲腋に白い可憐な花をつけるこの檀物は､泰の七

草の一つとして昔から愛されています｡また年中絶えまなく花を咲

かせ何時でも身近にみることができます｡庭先や荒廃地などの一隅

に黄色の花を咲かせるノポロギクや､濃藍条ある藍色の花をつける

オオイヌフグリも目につきますが､これらは欧州原産で明治初年日

本に渡来し､今ではいたるところに自生している帰Ir:植物で､ 7キ

ノトウ､カワヤナギと共に春をつける代表的な植物です｡暖かい日

ざしを受けて田圃の睦など歩くと､幾枚もの大きな鱗片状の葉に包

まれて壇上に顔を出しているフ牛を繕見すると思いますが､この花

は小花が舞って一輪をなしているが雄花は帯発色､雌花は紫色をお

びています｡春の野のシンボルと言われているヌンポポの黄色も鰭

かですが､四国･九州では白い花のシロバナezンポポが多くみられ

ることは分布上大変面白いことと思います｡イヌナズナも黄色の花

を咲かせ､また小さい十字の白い花をたくさんつけるナズナをゆで

て喰べたあの艇得な香とI脚ま春の七草の一つとして誰からも親しま

れています｡今は大分少くなっているキランソウは道端や土手でみ

られる多年草で､全休に白い毛が生えていて､瀬紫色

の唇状の小さい花をつけます｡東山方面の蓄葉柄の日

管りのよいところにはシュンランが直径三一五糎の淡

黄緑色の花をつけており､松杉の生えているやや蒲暗

い湿った場所にはカタクリ粉で知られているカタクil

が､濃赤紫色の直径四一五糎もある見事な花をつけ､

葉には白と紫の現車があります｡佐野墳一帯の湿った

ところには野生のフクジユソウが栽培延のものと同じ

黄色の美しい花をつけています｡また多年草で粟は短

い茎から四方にむらがりでているショウジヨウバカマ

が白､淡紅色の花を咲かせています｡この外黒紫色の

4-古をつけるエンレイソウや､やぶの下など好んで咲く

キクサギイチリシソウは淡若色のガグ片が十枚程あり

薬はこまかに切れ､アズマイチゲは万古が白く薬は二慶

三裂しています｡今年結合調査を予定している居合里

の湿地へ行くと､今盛んにザゼシソウが他の植物では

みられない奇形の花を水端に開いていますが､これは

花ではなく､実際の花はこの中にある棒状の茎の上に
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濃厚の雪の消えぎわには坊さんが坐縛をしているような

黒紫色の紫に包まれたザゼシソウの花が嘆き出す｡

無数につき､その心韓をとりまいている仏燈苺という暗赤色の起伏

のものが私達の目をひくのです｡また達磨大師が座蝉の形に見立て

てこのような名前をつけだと言われており､やがて花がすむとその

後には長大な薬が伸びてきます｡このヂセンソウと最も緑の近い植

物にミズバショウがあり､菅の巨が純白で五月中旬寓咲きたします

水のほとり或は水中で開期を待つリウキシカ､ミミカキグサ､モク

センゴケ､サクラソウ等それぞれその時期において訪れる人々の目

を楽しませてくれます｡また違った面からみてカラマツの穿吹きや

ヤブソテツ､ヤマドリセンマイのシダ類､カラカサゴケやチョウチ

ンゴケの薙苔楠物も人の日をひくことと思います｡

春の草花の中には均､上のような捕物がたくさんありますが､多年か

ゝって大地に蚊を張り息長く威長していくものもあれば､ひと春の

生命をいかに有効に使い果すかをあせるように､生長を急ぎ繁殖の

手段をめぐらすものもあり､こう言った自然現象は私達の漂い関心

を何時も呼び起しています｡

雪どけと共に田の遁世や濾胞にフ辛のとうが頭をもた-げる｡佐野坂以北で

はこれをチャンメロという｡
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野兎の被害年間7億円
博物館では去る4日15日大町営林署と共催で｢野兎狩り｣を白馬岳

山麓沼地附近で行った｡参加者は-シター､太籍研究会員馨総勢28

名で本年初めて使用されるウサギ縄によって行あれた｡特に今の｢

野兎狩り｣は①本館網羅動物園飼育用　⑧映画｢アルプスの驚異｣

の撮影被写体入手　③害獣排除　④生描法の研究　⑤生態観察等の

目的を狙い､生掘りを主眼としたものである｡野兎の害は全国で年

間7億曲こも達すると云おれ､特に鯖林後5年位までのカラマツ､
スギ等の幼観の新芽を喰むと云おれる｡大町畠林嬰ではこの野兎駆

除に毎年4万円の予算を計上､野兎狩り､猟銃､兎おな等で2-3

月頃､その絶滅に乗り出している｡(写真はウサギ狩風景4月15日)

野鳥を愛護しよ　う
-5月は愛鳥週間-

5月10日から16日までは愛鳥週間(バード･ウイーク)です｡野鳥

は昔から詩､画､伝説などに多く伝えられ､狩猟にはなくてほなら

ないものです｡朝夕の小鳥の美しい声や漆は私たちの生活に与るお

いをあたえてくれます｡森株や農作物の害虫を躯険し､林業､農作

物の増産をたすげてくれます｡又水産業にも有益なものです｡私た

ちはこの週間を機会に野鳥に親しみ､その知識をたかめることが大

切です｡みだりに小鳥をとったりそれを飼育したりしないように､

小鳥を自然のまゝにして大いに増やし､愛護していきたいものです

国でl-i野鳥を保護する方法として特別な鳥やそのすんでいる区域を

天然記念物に指定したり､符猟法によって狩猟できる鳥､区裁､期

間､用具をきめてあります｡しかしそれだけでは安心はできません

私たちは山の木を切ったり折ったりしないで､なるべく小鳥のすみ

よい環境にしてやりだ_I,､と思います｡博物絹では愛鳥週間に､野鳥

の生態､巣箱と小鳥､野鳥の分布などについて特別諌列を行うこと

になっております｡

…会員室!
本欄は会員の皆さんに遠慮なく使っていたゞくため

に設けました｡御希望事項や連絡書項を編集室まで

お寄せ下さい｡

〇･･･博物館後援会の機調練ミやまと博物館ミは東京の同郷人に大へ

ん喜ばれています｡菓高楼では今年の夏北ア山麓へ是非植物採集に

行きたいと言っています｡東京では後援会支部をつくる空気があり

ますが､大町の方も頑張って下さい｡ 〇･･･編集について希望をひと

つ､写真はなるべく多く入れて下さい｡時々山の写真ものせて下さ

れは幸いです｡後援会の会員名簿なども次号でお知らや下さい｡会

員同志の連絡にスペースをとれないものでしょうか｡ (東京都衆院

議員会報　須沢　清)

おしらせ　本紙の購読を御希望の方には実蟄1部10

円でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をい

ただきます　　　　　　　　　大町山岳博物館後援会

1後援会員募集;

博物館後援会の会員を募集しています｡年額千円を納める団体なら

びに､年額三百円以上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典があります｡

1､博物館の詣指運行蔀を通知し参加の優をはかる｡

2､毎月〟やまと博物館〟を配布する｡

3､個体には謎師､際導老派遣の求めに応じる｡

4､博物館に支障のない限り､博物館の資料(漂本､図書､写真､

図板等)器具の借り出しをあっせんする｡

5､その他博物館で種名同定､研究指導など諸種の便宜をうげろあ

っせんをする｡

6､いつでも博物館を無料で観覧できる｡

重博物館だより一　　　　3月20日撮影隊のクマ･キ

ツネ入舎25日資料収集(動物東山にて) 26日オナガガモ雌雄各

1体入舎(東京黒田長礼氏より) 28日居谷里調査農業部門打合会

29日居谷里湿原下見(学芸部) 30自社地区古文書調査(学芸部

) 31日ユダマ雌雄各1人舎(撮影用) ､日本アルプス撮影隊来館

4月1日本館主催市民映画観賞会(公民館) ､撮影計画打合会　5

日30年度協議会最終回開催　8日ニッコウムササビ築動物資料調査

(八坂村) 10日博物館概要31年度発行14日ヤマアカガエル産卵

状況調査(居谷里､学芸部) 15日第2回ウサギ狩り(沼池尻) 1

7日カワガラス､カワセミの営巣状況調査(社地匝)

(今月の審贈)ノウサギ胎児1体　大町市自塩町村越伸夫氏､ノス

リ生体　大町市南原町大日方挺氏､ヤマネ生体　松川村川西富田福

次氏､ニッコウムササビ生体　入坂村矢下降旗本夫氏､ヤマネ生体

松川梓川西富田福次氏､ニッコウムササビ生体　広津村荻窪今朝保

氏

ノfr〟′3/′ノ〃〝//t///Z,//,I,//-,","/-///-,//-///-,//I//Jt///ZN/I/Nt///〃rノ〟●

ミ日本アルプスの驚異ミという動植物生態映画の撮影が4

月から本館の協力で開始されています｡撮影に当って下記

につきみなさんの協力をお願いします｡

⑥市及び郡内でリス､カラス､カケス､その他鳥獣頚の巣

をみつけたら､ただちに博物館-御連絡下さい｡

⑥ウソ､カケス､ア下り等の野鳥を飼育している方や捕獲

された方がありましたら御提供下さるよう御願いいたしま

ミ　す｡以上について連絡或いは提供して下さった方には薄謝

＼　を蓋します｡
-/I/-/I/-//I-//I-//r-I//-I//-I/I-///-///-Jr/I-/I/-I/r-I//-I//I rJ-///-///-///-

編集後記　▲緑の週間に長野県の植樹祭が本館の附属植物園

で盛大に行あれました｡本館では今年も頼物園の整揃を行いますが

県下から集った関係者は植物園から眺めた北ア達識こ感嘆していた

ようです｡県外に活躍される郷土の皆さんに､北アの写真をと思い

ましたが､本号は長い雪の生活からとびだしてきた動植物について

企画してみました｡ ▲東京の後援会のみなさんから轟々激励のお便

りをいただいております｡来月号は愛鳥週間に因んで､北ア山麓に

棲む野鳥について編集してみたいと思います｡近く後援会の網会を

開いて今後の葛業計画をたてたいと思いますが､本紙については御

感想､御託墓など､どしどし御よせ下さいo
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